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2020 年のオリンピック・パラリンピック競技大会の開催を控えた東京は、今後、日

本経済や世界をリードする都市として更なる成長を遂げていくことはもとより、大会

の成功を跳躍台に、世界中の誰もが憧れ、希望と活力があふれる、21 世紀の成熟した

都市を目指していかなければならない。本プランでは、「セーフ シティ」「ダイバー

シティ」「スマート シティ」の３つのシティの実現に向けて、都のあらゆる政策を総

動員して、2020 年とその先の東京の未来に向けた様々な取組を着実に実施し、東京が

抱える課題の解決とより一層の成長を創出し、「新しい東京」をつくっていく。 

 一方で、近年、自動運転技術や人工知能（ＡＩ＊）などの科学技術が目まぐるしく

進歩しており、近い将来、人々の生活が大きく変化すると言われている。また、長時

間労働の見直しやライフ・ワーク・バランスの充実など生活の中にゆとりを求める意

識の高まり、互いを尊重し合える人間関係の構築、物を「所有」することよりも「共

有」することを重視する考え方など、人々の価値観や人生に対する考え方も変わりつ

つある。さらには、今後、2025 年をピークに東京の人口は減少局面を迎え、少子高齢

化が急速に進行することが予想されている。 

今後も、東京が持続的に発展していくためには、こうした時代の潮流の先に何があ

るのかという洞察する眼を持つことが重要である。また、今のうちから、絶えず長期

的な視点に立った展望を持ち、急速な社会の変化にも的確に対応できるような準備を

しておくことも必要である。そこで、本プランでは、2020 年までの計画期間の更にそ

の先に目を向け、科学技術の進歩や個人の意識の大きな変化などを通した、明るい東

京の未来像の一端を描くこととした。 

首都直下地震などの災害リスクや景気変動、人口減少、超高齢社会の進行など、不

安な将来予測も考えられるが、夢あふれる東京の明るい未来を想像することは、全て

の人々に勇気と希望をもたらし、これまでの延長線を超えた政策の立案とその推進力

となる共感を呼ぶことにつながり、今後東京が直面する様々な課題を解決していくた

めの原動力となる。 

 東京に暮らし、働く人が存在し、様々な都市活動が行われる限り、東京という都市

は永続的なものである。今の時代を生きる私たちの最大の責任は、子や孫の世代に対

して希望あふれる明るい未来を引き継ぐことであり、本プランに盛り込んだ様々な取

組はその一歩となる。 

 

 

 

 ここで示す東京の未来像は、「東京の理想の姿」「未来の生活像」について、これま

 「Beyond2020 〜東京の未来に向けて〜」 東京の未来像 

「Beyond2020 〜東京の未来に向けて〜」で描く未来像 
 

2020 年の更にその先に目を向け、科学技術の進歩や個人の意識の大きな変化などを

通した、明るい東京の未来像の一端を描きました。 

「Beyond2020 〜東京の未来に向けて〜」とは 
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での常識や固定概念にとらわれない自由な発想で描いた。 

なお、ここでは、様々な場面における東京の未来像を描いているが、そこに到達す

るルートは必ずしも一本だけではない。都は、今後起こりうる社会の大きな変化など

に柔軟かつ的確な対応をしていくため、これまでの枠組みにとらわれない大胆な政策

を立案・実行し、様々な可能性を切り拓いていかなければならない。 

また、明るい東京の未来をつくるためには、都だけではなく、東京に関わる様々な

ステークホルダーの活力や共感が必要である。そのため、都が取り組むことだけでは

なく、都民、区市町村、国、民間事業者、ＮＰＯなどが活動主体になることや連携し

て取り組むことなども含めている。 

 さらに、今後の科学技術の進歩や個人の価値観・意識の変化などについては、容易

に予測できるものではないことから、特定の年代をターゲットに置いた未来像とせず、

オリンピック・パラリンピック競技大会が開催される 2020 年よりも更にその先の遠

い未来も想像して描いている。 

 

 

 本プランでは、「『３つのシティ』を実現し、『新しい東京』をつくる」というコン

セプトのもとに、東京2020大会の成功とその先の東京の未来への道筋を明瞭化した。

また、東京 2020 大会の成功は、東京が持続可能な成長をしていくための梃子となる。 

 未来像の検討にあたっては、本プランに盛り込んだ様々な取組が、2020 年の更にそ

の先に、どのように花を開いていくのか想像することや、東京都都市計画審議会答申

である「2040 年代の東京の都市像とその実現に向けた道筋について」（2016 年９月）

なども参考にしながら、４つのシーンから東京の未来像を描いた。 

 なお、今回描いた未来像は、今の私たちが想像できることの一端に過ぎない。明る

い東京の未来とは何か、その未来をつくるために何が必要なのか、本プランの様々な

取組を着実に進めながら、引き続き検討していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いきいきと暮らせる、未来の東京 

（ライフスタイル・働き方） 

新時代の技術と懐かしさが融合する、 

未来の東京（まちづくり・環境） 

革新が生まれ人々を惹きつける、 

未来の東京 （産業・観光） 
生涯にわたり自分らしく生きられる、

未来の東京（医療・福祉・教育） 

４つのシーンから描く東京の未来像 

持続可能な成⻑ 

「Beyond2020 ～東京の未来に向けて～」で描く東京の未来 

東京 2020 ⼤会の成功が梃⼦に 
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を食べ、家族団らんで過ごしている。 
 

ーディネートまでしてくれる。 
 

■今日は大事な顧客と直接会って商談をするため、久

しぶりに電車で通勤。通勤ラッシュは過去の話で、

電車の中ではゆったりと過ごすことができる。 

■昔は、一度就職したらずっと同じ会社に勤める人が多

かったようだが、今は自分の意志で好きな時に仕事を

選択できる。これこそが、本当の「就職」で、昔の「就

職」という言葉は「就社」が正しかったのだろう。 

 

れ、帰宅時間を気にすることがなくなった。 

 

■寝る前はペットの猫と過ごす癒しの時間。最新技術で動物

の気持ちが分かるようになった。眠る前にひらめいたアイ

デアは、自動記憶装置があるから、また明日確認しよう。 

いきいきと暮らせる、未来の東京 ～ライフスタイル・働き方～ 

朝（出勤前） 

昼（職場の様子） 

夜（仕事を終えて） 

未来の東京に住む、都民の暮らしのイメージです。もはや「平日」「休日」といった感覚はなく
なり、自由でゆとりのあるライフスタイルが当たり前になっているかもしれません。 

＜仕事をする日の様子＞ 

（画像提供）株式会社ログバー

■今はテレワークが多くなり、オフィスへの出勤は週

に数日程度。朝の時間は、子供たちとゆっくり朝食

■家事はロボットが担う時代となった。我が家のロボ

ットは大変優秀で、料理や掃除だけでなく洋服のコ

■管理職や役員の半数が女性だ。また、社内には海外か

らの優秀な人材が多く、日本からも多くの人々が世界

のいたる所で働いている。自動翻訳機のおかげで、「英

語が苦手」ということは聞かなくなり、コミュニケー

ションでのストレスを感じることはない。 

■仕事を終えて、たまたま同じ日に出社した同僚と飲みに行

く。飲み会という習慣はずっと変わらないらしい。同僚と

別れて自動運転バスで帰宅。公共交通は運行時間が拡大さ

（画像提供）ピクスタ 

（画像提供）ピクスタ 

（画像提供）DeNA 

（画像提供）ピクスタ 
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■ビルの壁面や川面でのデジタルアート、街なかにおけるスポーツ映像のホログラ

ム表示など、まちそのものがエンターテイメントにあふれている。 
 

■自宅で海外のプロサッカーリーグの試合を観戦。ＶＲ（バーチャルリアリティ）

技術のおかげで、憧れの選手のプレーを間近に見ることができる。スポーツに限

らず、五感をフル活用したエンターテイメントがいつでもどこでも味わえる。 

■「海水浴場まで徒歩 10 分」を売りにしたマンション

の人気が高く、自分もその言葉に惹かれ、購入した一

人だ。このあたりは、東京 2020 大会の競技が行われ

たエリアで、そのレガシーを活かしたにぎわいのある

まちづくりがなされている。 
 

■自宅近くの農園で育てた江戸東京野菜がそろそろ食べ

頃。自分で育てた取れたて野菜は、新鮮でおいしい。

東京産の野菜やそれを生かした料理の数々は、世界に

その名を轟
とどろ

かせている。 

エンターテイメント 

身近な楽しみ 

バカンスと旅行 

＜余暇の過ごし方＞ 

 

■日本でも欧米諸国のように、バカンス取得が当たり前

となった。年に１回は、家族５人で１ヶ月のバカンス

に出かけるのが恒例だ。 

 

■今年のバカンスは、東京の島しょ巡りツアーと宇宙旅

行に出かける予定だ。宇宙旅行に行くためのロケット

には東京の中小企業の高い技術が使われている。 

 

■羽田空港に超低騒音・超音速旅客機が就航した。空港

アクセスも世界で一番良くなった今、週末にふらっと

欧米に行ける時代となった。 

（画像提供）チームラボ 

お台場海浜公園での海水浴 

（画像提供）江戸東京・伝統野菜研究会 

©小笠原村観光局 

（画像提供）ピクスタ 

（写真提供）港区役所 
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■自動運転技術の進歩により、道路の渋滞や交通事

故が解消された。完全自動運転車が郊外に住む高

齢者の足となっている。いつでも、どこへ出かけ

るのも、全く不便を感じることはなくなった。 

 

■都心では空中を活用したまちづくりが進んでい

る。超高層ビル同士が縦横無尽につながり、地表

のオープンスペースには緑が広がっている。 

 

■また、軽くて高強度な新素材を活用した技術など

により、地下空間をより広く使えるようになった。

東京はまちにゆとりがあって過ごしやすい。 

 

■かつての高架道路は、都民や観光客の憩いの場と

してリメイクされ、ジョギングやサイクリングを

楽しむ人々が行き交っている。 

 

■スポーツの拠点やユニバーサルデザイン＊など、

まちのいたる所に東京 2020 大会のレガシーが息

づいている。 

新時代の技術と懐かしさが融合する、未来の東京 ～まちづくり・環境～ 

まちの姿 

未来の東京のまちでは、自動運転車や多彩な街並み、さらには、エネルギーに不安のない
快適で魅力的な暮らしが実現しているかもしれません。 

■道路に林立していた電柱や蜘蛛の巣のように

絡み合っていた電線は姿を消し、東京の空は今

日も青く広がっている。 

 

■昔の街並みが保存された一部の地域ではわず

かに電柱が残り、懐かしい風景として時代劇や

映画・ドラマのロケ地として利用されている。 

 

■かつて稼働していた発電所や清掃工場は、今や

役割を終えた産業遺産として人々が訪れる観

光スポットとなっている。 

 

■まもなく、今年の「東京大祭」がはじまる。こ

れからの１か月は、東京中が祭り一色に染ま

る。国内外からたくさんの人たちが集まり、海

外からの旅行者も加わって神輿を担いでいる。 

©Alphabet 

（画像提供）ピクスタ 

アイディア：NEXTOKYO Project 
Photo: Aimaimyi / alq666 / Ben Garrett / Dick Thomas Johnson / 

e_chaya /Yoshikazu TAKADA 

（画像提供）国際交流のおみこしを担ぐ会 

（画像提供）一般社団法人 

無電柱化民間プロジェクト実行委員会 
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地球にやさしく、エネルギー利用に不安のない社会 

２が一

２フリー水素＊がエネルギーの中

 

 

人類が無尽蔵のエネルギーを手にするのも間近と

なっている。 

 

■大地震の前兆や気象の観測精度が飛躍的に向上

し、人的被害がゼロになるとともに、自然災害が

持つ膨大なエネルギーを貯蔵・活用している。 

次世代エネルギーと持続可能なライフスタイル 

■低コストで高発電効率の次世代太陽電池

が、まちのあらゆる場所に設置されている。 
 

■住宅やビルなどで、太陽光や風力、地熱と

いった再生可能エネルギーの導入や蓄電池

の設置が進み、エネルギーが地産地消され

ている。 
 

■ＩｏＴ＊やＡＩを活用したスマートエネル

ギーネットワークが形成され、最適かつ効

率的にエネルギーが消費されている。 

 

■建物全体でエネルギー利用をコントロール

するスマートハウスが都内全世帯に普及

し、家計の光熱費がゼロとなっている。 

 

■今や「ごみ」という言葉は、死語となり、

日常生活や事業活動などで使われる全ての

物が再利用・再生される完全循環型社会が

形成されている。 

エネルギー”ゼロ”の街づくりイメージ図 

（画像提供）大和ハウス工業株式会社 

（画像提供） Fujisawa ＳＳＴ協議会 

（画像提供）ピクスタ 

©JAXA 

宇宙太陽光発電システム＜イメージ＞ 

■石油や石炭などの化石燃料が姿を消し、ＣＯ

切発生しないＣＯ

心となった。

■マイクロ波を用いたワイヤレス送電の利用によ

り、宇宙で「太陽光発電衛星」の実用化が進み、
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■時計型センサーやトイレ内蔵センサーによって、毎日

血圧や血糖値の検査を行うため、体の異常を早期に発

見でき、病気になりにくくなった。 
 

■再生医療などの医療技術や創薬の進歩により、治療が

困難だった疾患の治療ができるようになった。加齢に

伴う病気や症状に悩まされることも少なくなり、「健康

寿命≒寿命」と言われるようになっている。 
 

■高齢者が自らの経験や知識を生かして、生涯現役で

働いたり、ボランティア活動をしたりするなど、社

会を支えている。 
 

■科学技術の進歩により、今では、ロボットスーツを

着た 90 歳台の選手のサッカーチームが、高校生チー

ムと互角に対戦している。 

生涯にわたり自分らしく生きられる、未来の東京 ～医療・福祉・教育～ 

健康寿命≒寿命 

未来の東京に住む都民は、健康寿命の延伸、科学技術の進歩、教育など社会システムの
充実のおかげで、誰もが、より自分らしく生活できるようになっているでしょう。 

 

 

 

 

を楽しんでいる。 

いつまでも元気に暮らせる 

最期まで自分らしく暮らす 

（画像提供）ピクスタ 

（画像提供）筑波大学 消化器外科 

（画像提供）ピクスタ 

“Romeo” 
©Softbank Robotics 

■体が弱っても、服のように着られる機能補助スーツ

のおかげで、自立した生活を送ることができている。

■介護が必要になっても、様々なサービスを利用する

ことができ、地域の人やロボットに見守られながら

最期まで地域で安心して暮らしている。

■病気療養中の友人は、気分転換のためにＶＲ（バー

チャルリアリティ）ゴーグルを使って孫と海外旅行
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■街なかで困っている人を見かけた時に、自然に手助けで

きる人が多く、互いに支え合う優しい社会となっている。 

 

■道案内や見守りができる移動型ロボットやＩＣＴ＊技術

も活用しながら、地域全体で高齢者・子供・障害者など

を見守る仕組みができている。 

見守り・支え合うまち 

障害者が生き生きと暮らす社会 
■機能補助ロボットなど科学技術の進歩により、障害が

あっても、日常生活を支障なく送ることができる。 
 

■まち全体が完全バリアフリー化され、心のバリアフリ

ーも隅々までいきわたり、一人ひとりを大切にし、誰

もが暮らしやすい社会となっている。 
 

■様々な分野で、障害のある人もない人も共に働き、キ

ャリアを積み、自己実現を図っている。 

子育てにやさしい環境 
■テレワークによる在宅勤務ができるから、仕事も子育

ても無理なく楽しんでいる。我が家のように３人兄弟

の家庭も多くなった。 
 

■まちのいたるところに保育施設や子供の居場所があ

り、高齢者と子供の交流も盛んになるなど、まち全体

で子育てを支えている。かつて大きな課題だった「待

機児童」は今や死語だ。 
 

■３歳からの幼児教育が義務教育となり、全ての子供た

ちが保育園や幼稚園等を利用している。下の子は保育

園に通っているが、保育料はかからない。 

未来を拓く子供たち 

■全ての子供たちが将来への希望を抱きながら学べ、さ

らに、個人の希望に応じた教育が行われている。 

 

■小学校では、起業家教育やプログラミング教育などが

行われている。昔と違い、個性を伸ばす教育や、能力

に合わせた授業が組まれるので、飛び級も珍しくない。 

 

■歌舞伎などの日本の伝統文化を体験する授業もあり、

誰もが日本文化の良さを教養として身に付けている。 

（画像提供）ピクスタ 

（画像提供）ピクスタ 

（画像提供）ピクスタ 

©松竹株式会社 こども歌舞伎スクール寺子屋 

世界初のロボット治療機器「医療用 HAL®」

Prof. Sankai, University of Tsukuba / 

CYBERDYNE Inc.  

（画像提供）ＡＬＳＯＫ 
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革新が生まれ人々を惹きつける、未来の東京 ～産業・観光～ 

日本の成長をリードする東京 

国際金融・経済都市の地位を確立した未来の東京は、世界中からヒト・モノ・カネ・情報な
どを引き寄せ、新たな付加価値を生み出すことで世界経済の主役であり続けています。 

 

 

いる。 

活躍し続ける東京の中小企業 

世界で最もビジネスがしやすい東京 

（画像提供）ピクスタ 

（画像提供）ピクスタ 

（画像提供）ピクスタ 

（画像提供）ピクスタ 
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■ロンドンやパリ、ニューヨークなど世界トッ

プクラスの観光地となった東京。洗練された

伝統文化や食、サービスなどは世界の憧れの

的になっている。 

 

■自動運転等による交通アクセスの向上や様々

な特産品が生み出されるなど、自然豊かな多

摩・島しょの魅力が国内外に広く認知され、

多くの観光客でにぎわっている。 

■顔認証による迅速な出入国手続き、あらゆる言

語に対応した自動翻訳機、自動運転車での渋滞

のない道路など、東京は世界一快適な旅行環境

を実現している。 

 

■大型クルーズ客船やリニア新幹線など多様な移

動手段により、東京をハブとして、外国人旅行

者が全国各地を訪れ、各地域の魅力を楽しんで

いる。 
 

■東京の食やエンターテイメントを備えた最高の

リゾート拠点が誕生し、アジアにおけるＭＩＣ

Ｅ＊の中心地になっている。 

世界中の人々を惹きつける東京 

未来像の検討にあたって 

 
東京の未来像を描くにあたって、20～30 代の東京都職

員による、「東京の未来を考えるワークショップ」を実施し、
自由な発想でブレイン・ストーミングを行いました。 

生徒の社会参画意欲を育むため、都立高校に東京都
職員が出向き、プランのコンセプトや主要政策の方向性を
教材として、生徒が東京の将来について考える「出前授業」
を実施しました。 

東京都職員によるワークショップ 

都立学校における出前授業 

（画像提供）ピクスタ 

（画像提供）ＮＥＣ 

（画像提供）ピクスタ 
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